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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　　　　　　　  支柱２１ａを備えたベース２１と、ブラケット２２と、アンカーボ
ルト３とからなり、ベース２１は、十字形の支柱固定アングル２１ｂと当該支柱固定アン
グル２１ｂの中央の水平面に対して丸パイプの支柱２１ａが垂直に取付けられ一体化形成
されており、当該ベース２１は複数箇所に、ボルト孔２１ｃと当該ボルト孔２１ｃの位置
に雌ねじが合うように取付けられたナットとボルトからなるレベル調整具２１ｄを有して
おり、当該ナットにねじ込まれるボルトのねじ込みの度合いによりベース２１を水平調整
することで支柱の位置及び垂直調整も同時にされ、ブラケット２２は、支柱アジャスター
２２ａと、はねだし金物２２ｂと、アンカー固定金物２２ｃとが一体化形成されており、
前記丸パイプの支柱２１ａに対して、上下にスライドする丸パイプの支柱アジャスター２
２ａが挿入され、当該支柱アジャスター２２ａに対して直角方向に取付けられ、先端に円
筒状でボルトとクランプナットを有する開閉式のアンカー固定金物２２ｃを備えたはねだ
し金物２２ｂを複数備え、当該支柱アジャスター２２ａは、上下に連続した自由自在の箇
所で、前記支柱２１ａの垂直面に、ボルト孔２１ｃと当該ボルト孔２１ｃの位置に雌ねじ
が合うように取付けられたナットとボルトからなる複数の締め付け固定具２１ｅにより、
片側からボルトを締め込むことでパイプ同士を押え付けて回転防止も含めた固定がされ、
アンカーボルト３は、所定の高さで前記アンカー固定金物２２ｃにより、水平方向からグ
リップしクランプナットで締め付けることでアンカーボルト３の位置及び回転防止も含め
た立設がされ、当該アンカーボルト３の上端を、取外し可能な薄板状のアンカー固定プレ
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ート４で固定されたことで、アンカーボルト３の位置と高さの精確性を確保してなるアン
カーボルトの設置架台。
　　　　　 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鉄骨構造の露出型柱脚工法で使用するアンカーボルトの設置架台に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建築において鉄骨構造とは、上部構造の主要な部分に鋼材を用い、下部構造の基礎部分
には鉄筋コンクリートを用いる構造が一般的である。しかし、上部と下部の構造の違いか
ら接合部が生じ、上部の鉄骨柱と下部の基礎柱とをボルト接合させるのが一般的である。
【０００３】
前記ボルト接合とは、基礎鉄筋コンクリートへ埋設し一体化させたアンカーボルトに、鉄
骨の柱脚へ取付けたベースプレートを挿通し、ナットで締め付け固定させた接合方法であ
る。
【０００４】
　また、前記ベースプレート、アンカーボルト及び基礎鉄筋コンクリートからなる部分の
工事方法を露出型柱脚工法と呼び、前記ボルト接合を示すのが一般的である。
【０００５】
  そこでまず、アンカーボルトを設置する段階での前後の関連工程の説明を行う。前工程
として土工事、地業工事があり、後工程としては鉄骨工事がある。ちなみに、アンカーボ
ルトの設置は基礎工事となるのが一般的である。
【０００６】
　前記土工事とは、予定の深さまで根切りを行い、この根切り底盤を転圧し締め固め、さ
らに、地業工事として砕石を敷きランマ―等で突き固め、その上に捨てコンクリートを打
設する。それから、この捨てコンクリート表面にアンカーボルトを設置する位置を示す墨
出しを行う。ここまでが、アンカーボルトを設置する前工程となる。
【０００７】
　ここで、アンカーボルトを設置する段階となり、このアンカーボルトを所定の位置に設
置するために架台が必要となる。架台を介してアンカーボルトを設置し、続いて基礎配筋
、基礎型枠、基礎コンクリート打設となるのが一般的である。しかし、この工程手順に限
らず先に基礎配筋を行い、続いて基礎型枠、ここで、アンカーボルトを設置し、基礎コン
クリート打設を行う場合もある。この場合には、アンカーボルトを設置する架台は不要と
なる。次に、後工程として、鉄骨建方を行う等の鉄骨工事へと進行することとなる。
【０００８】
  前記捕捉として、先にアンカーボルトを設置すれば、このアンカーボルトの設置架台が
基礎配筋時の鉄筋を妨げ、鉄筋の振り回しが効かない等で基礎配筋の施工性の障害となり
、逆に基礎配筋を先に行えば、この基礎配筋の組み終えた鉄筋がアンカーボルトを妨げ、
アンカーボルトの位置と高さの精確性の障害となり、いずれにせよ改善の余地がある。た
だ、先にアンカーボルトを設置した方が、アンカーボルトの位置と高さの精確性を確保し
やすく、後工程へとスムーズに進行できる。
【０００９】
　従来から、基礎配筋より先にアンカーボルトを設置するのが一般的である。そのため設
置架台が必要となり、この設置架台は４隅に支柱を配した４本足の形状のものが一般的で
ある。しかし、基礎柱と基礎梁の関係上どうしても４本足の支柱の間に鉄筋を配筋するこ
ととなり、この４本足の支柱が基礎配筋時の鉄筋を妨げ、常に４本足の支柱を躱しながら
の基礎配筋となり、鉄筋の組立て作業が困難になっていた。さらに、敷地の間口の狭いと
ころでは、鉄筋を振り回す配筋空間に余裕がないことから、鉄筋が４本足の支柱を躱せず
に基礎配筋の施工性を著しく低下させることがある。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　基礎配筋の施工性を向上させる、アンカーボルトの設置架台を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　　　　　　　　　   支柱２１ａを備えたベース２１と、ブラケット２２と、アンカー
ボルト３とからなり、ベース２１は、十字形の支柱固定アングル２１ｂと当該支柱固定ア
ングル２１ｂの中央の水平面に対して丸パイプの支柱２１ａが垂直に取付けられ一体化形
成されており、当該ベース２１は複数箇所に、ボルト孔２１ｃと当該ボルト孔２１ｃの位
置に雌ねじが合うように取付けられたナットとボルトからなるレベル調整具２１ｄを有し
ており、当該ナットにねじ込まれるボルトのねじ込みの度合いによりベース２１を水平調
整することで支柱の位置及び垂直調整も同時にされ、ブラケット２２は、支柱アジャスタ
ー２２ａと、はねだし金物２２ｂと、アンカー固定金物２２ｃとが一体化形成されており
、前記丸パイプの支柱２１ａに対して、上下にスライドする丸パイプの支柱アジャスター
２２ａが挿入され、当該支柱アジャスター２２ａに対して直角方向に取付けられ、先端に
円筒状でボルトとクランプナットを有する開閉式のアンカー固定金物２２ｃを備えたはね
だし金物２２ｂを複数備え、当該支柱アジャスター２２ａは、上下に連続した自由自在の
箇所で、前記支柱２１ａの垂直面に、ボルト孔２１ｃと当該ボルト孔２１ｃの位置に雌ね
じが合うように取付けられたナットとボルトからなる複数の締め付け固定具２１ｅにより
、片側からボルトを締め込むことでパイプ同士を押え付けて回転防止も含めた固定がされ
、アンカーボルト３は、所定の高さで前記アンカー固定金物２２ｃにより、水平方向から
グリップしクランプナットで締め付けることでアンカーボルト３の位置及び回転防止も含
めた立設がされ、当該アンカーボルト３の上端を、取外し可能な薄板状のアンカー固定プ
レート４で固定されたことで、アンカーボルト３の位置と高さの精確性を確保してなるア
ンカーボルトの設置架台。
　　　　　 
【発明の効果】
【００１２】
　以上のとおり、本発明のアンカーボルトの設置架台は、従来から一般的であるアンカー
ボルトの設置架台の支柱を４本足から１本足にすることで、４隅の空間を確保し基礎配筋
の施工性を向上させながら、アンカーボルトの位置と高さの精確性も確保できる。さらに
、支柱を１本足にすることで、単純な構成が得られアンカーボルトの設置架台の組立て作
業が容易になり、このアンカーボルトの設置架台の施工性も合わせて向上させることがで
きる。また、支柱を１本足にすることで、鉄筋をベースの周りに自由に配置できる組立て
空間を確保でき、鉄筋の振り回しが効かない等によってアンカーボルトの設置架台をばら
したり、あるいは鉄筋を分割しつなぎ合わせたりしなくてよい。
【００１３】
　前記捕捉として、アンカーボルト自体は建物の全体強度を担うものであるが、アンカー
ボルトの設置架台においては建物の全体強度に関係しないのが一般的である。このアンカ
ーボルトの設置架台は、あくまでもアンカーボルトを所定の位置に設置させるものであり
、したがって４本足から１本足にすることにおいても、アンカーボルトを所定の位置に設
置させるという本来の目的はかなう。
【００１４】
　それから、上記支柱アジャスターが上下に移動することで、各アンカーボルトのレベル
の粗調整を一括して行え、さらに、上記アンカーボルトの固定箇所を変えることでアンカ
ーボルトが上下に移動でき、各アンカーボルトのレベルの微調整を個別にも行える。本発
明のアンカーボルトの設置架台は、必要に応じてレベルの調整方法を使い分けることがで
きる。



(4) JP 5961778 B1 2016.8.2

10

20

30

40

50

【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明のアンカーボルトの設置架台の構成を示す斜視図である。
【図２】本発明のアンカーボルトの設置架台の組立図である。
【図３】本発明のアンカーボルトの設置架台の設置工程図である。（ａ）アンカーボルト
の設置架台を据付ける工程（ｂ）アンカーボルトを設置する工程（ｃ）基礎配筋を行う工
程
【図４】アンカーボルトの設置架台の比較。　　　　　（ａ）従来の方式          （ｂ
）本発明の方式
【発明を実施するための形態】
【００１６】
  本発明のアンカーボルトの設置架台の構成を図１と図２に示す。
【００１７】
　本発明のアンカーボルトの設置架台１は、ベース２１とブラケット２２からなる架台２
と、アンカーボルト３と、アンカー固定プレート４が一体となった構成である。まず、捨
てコンアンカー５で固定させたベース２１の支柱２１ａに対して、上下に移動可能なブラ
ケット２２の支柱アジャスター２２ａを挿入する。次に、ブラケット２２のはねだし金物
２２ｂの先端にある各アンカー固定金物２２ｃで、アンカーボルト３の下部を固定し立設
させる。続いて、このアンカーボルト３の上部に取外し可能なアンカー固定プレート４を
取付けて上部を固定させる。さらに、下部には定着板３１ｂを取付ける。最後に、アンカ
ーボルト３の高さ調整を行い所定の位置にて立設させる。さらに、基礎コンクリートを打
設する前に再度アンカーボルト３の位置と高さの確認を行い、また、アンカーボルト３の
狂いが生じそうな箇所を固め垂直を保持させる。
【００１８】
　まず、ベース２１について述べる。鋼材の丸パイプで任意の長さからなる支柱２１ａを
、鋼材のアングルにて十字に加工した支柱固定アングル２１ｂの中央部に、アングルの水
平面に対して垂直に取付け一体化形成されたものがベース２１である。
【００１９】
　前記ベース２１は、ボルトとナットのレベル調整具２１ｄで水平を確保し、捨てコンア
ンカー５を打ち込みボルト部分をナットで締め付け固定されている。そのため、捨てコン
アンカー５を打込む附近は、捨てコンクリートを厚くしておく。また、支柱固定アングル
２１ｂのアングルの水平面には、レベル調整用とアンカー固定用のボルト孔２１ｃが任意
の箇所に複数設けられ、さらに、支柱２１ａの丸パイプの垂直面には、締め付け固定用と
なるボルト孔２１ｃが任意の箇所に複数設けられている。この支柱２１ａのボルト孔２１
ｃの上には、後述する支柱アジャスター２２ａを固定するためのボルトとナットの締め付
け固定具２１ｅが設けられている。
【００２０】
　このベース２１に関しては、支柱２１ａが基礎柱の中央に配してあればよく、適宜どの
ような形状でも構わない。また、本実施例では、支柱２１ａを１本足としたが、これにつ
いても１本足に限らず適宜複数にしても構わない。ちなみに、複数にする場合においても
、支柱を基礎柱の中央に寄せて、４隅の空間８を確保することは言うまでもない。それか
ら、ボルトとナットからなる締め付け固定具２１ｅに代わり、溶接等の適宜方法にて固定
しても構わない。
【００２１】
　次に、ブラケット２２について述べる。支柱アジャスター２２ａは、任意の長さからな
る鋼材の丸パイプである。この丸パイプの片端附近の外周の４等分点に、はねだし金物２
２ｂとなる任意の長さからなる鉄筋を丸パイプの軸方向に対して直角に取付ける。それだ
けではなく、このとなり合うこれら４つの鉄筋は平面的にも直角であり、もちろん直角に
交差する２つの線の長さは等しい。この取付けたはねだし金物２２ｂの鉄筋の先端に、ア
ンカー固定金物２２ｃとなる金属製で円筒状の開閉式クランプを鉄筋の軸方向に対して直
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角に取付ける。もちろん直角に取付けることで、この金属製で円筒状の開閉式クランプの
上下の取付け孔は水平となる。これら一体化形成されたものがブラケット２２である。
【００２２】
　前記支柱アジャスター２２ａの外径を上記支柱２１ａの内径よりも少し小さくすること
で、支柱２１ａの中空部に若干のすき間を存したままこの支柱アジャスター２２ａを挿入
することができる。このすき間が存することで、固定させたベース２１の支柱２１ａに対
してブラケット２２の支柱アジャスター２２ａが上下に移動可能となり、その結果レベル
調整を行うことができる。この支柱アジャスター２２ａを所定の高さで固定させるために
、支柱２１ａに設けられたボルトとナットからなる締め付け固定具２１ｅにて固定される
。ちなみに、この締め付け固定具２１ｅは、ボルト孔２１ｃの位置にナットの雌ねじが合
うように溶接をもって取付けられ、このナットに対してボルトで締め込み押え付けること
で固定させている。また、レベル調整具２１ｄもこれに準ずる。
【００２３】
　このブラケット２２に関しては、アンカーボルト３の位置と高さの精確性が確保でき、
支柱２１ａに対し支柱アジャスター２２ａの上下の移動を利用したレベル調整と、アンカ
ー固定金物２２ｃを基点にアンカーボルト３の上下の移動を利用したレベル調整が行えれ
ばよく、適宜どのような形状でも構わない。また、本実施例では、はねだし金物２２ｂを
鉄筋とし、アンカー固定金物２２ｃを金属製で円筒状の開閉式クランプとしたが、これに
ついても適宜どのような形状でも構わない。
【００２４】
　続いて、アンカーボルト３について述べる。アンカーボルト３は、鋼材の棒状で両端に
ねじ加工し表面には付着機能を有するものである。このアンカーボルト３を所定の位置に
設置させるために、ベース２１とブラッケト２２からなる架台２にて下部を固定し、アン
カー固定プレート４で上部を固定させる。この方法として、アンカー固定金物２２ｃの金
属製で円筒状の開閉式クランプで、アンカーボルト３の下部を挟み込みクランプナットで
締め付け固定し、さらに、アンカーボルト３の上端ねじ部分にアンカー固定プレート４の
ボルト孔４１ａを挿通し上下のナット３１ａで挟持し締め付け固定させている。ちなみに
、このアンカーボルト３は建物の全体強度に関係するが、ベース２１とブラッケト２２か
らなる架台２においては建物の全体強度には関係しない。
【００２５】
　前記アンカーボルト３の下端ねじ部分に、金属製の角ワッシャーからなる定着板３１ｂ
のボルト孔３１ｃを挿通し、ナット３１ａで定着板３１ｂを受け止め取付けている。この
アンカーボルト３の形状及び定着方法に関しては適宜どのような形状及び方法でも構わな
い。
【００２６】
　最後に、アンカー固定プレート４について述べる。アンカー固定プレート４は、鋼材で
四角形の薄板状のもので取外し可能なものである。アンカーボルト３を挿通するボルト孔
４１ａの位置に関しては、４隅とその中間に複数設けられている。さらに４隅のボルト孔
４１ａの位置と上記のアンカー固定金物２２ｃの金属製で円筒状の開閉式クランプの上下
の取付け孔は、もちろん同一垂直上となり、アンカーボルト３は垂直に保持され設置され
る。それから、例えば、四隅の中間にアンカーボルト３を取付ける場合の方法として、ア
ンカーボルト３の上端ねじ部分を、アンカー固定プレート４のボルト孔４１ａに挿通し、
上下のナット３１ａで挟持し吊設させる。ちなみに、本実施例では、４本のアンカーボル
ト３がアンカー固定プレート４の４隅に取付けられている場合を示している。
【００２７】
　前記アンカー固定プレート４を取付けることで、各アンカーボルト３の位置と高さの精
確性を確保し、さらに、コンクリート打設時のアンカーボルト３の狂いを抑えることがで
きる。このアンカー固定プレート４は次の工程前に取り外す。また、このアンカー固定プ
レート４の中央部には、任意の大きさからなる円形状の作業孔４１ｂが設けられているが
、このアンカー固定プレート４に関しては、アンカーボルト３の位置と高さの精確性が確
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保できればよく、適宜どのような形状でも構わない。
【００２８】
  本発明のアンカーボルトの設置架台１のベース２１とブラケット２２からなる架台２と
、アンカーボルト３と、アンカー固定プレート４の大きさ、形状及び数量等は適用柱サイ
ズの仕様に比例する。
【００２９】
　本発明のアンカーボルトの設置架台の設置工程を図３に示す。
（ａ）アンカーボルトの設置架台を据付ける工程
基礎柱芯（図示のみ）の交点に、ベース２１の中心を合わせながら、また一方では、水平
を調整しながらベース２１を取付ける。このベース２１に、ブラケット２２を取付け架台
２の据付けとなる。
（ｂ）アンカーボルトを設置する工程
矩手（直角）と水平と垂直とを調整確保した前工程の架台２で、アンカーボルト３の下部
を固定し、また、アンカー固定プレート４で、このアンカーボルト３の上部を固定し立設
させる。さらに、このアンカーボルト３の高さ調整を行いアンカーボルト３の設置となる
。
（ｃ）基礎配筋を行う工程　
ベース２１の支柱２１ａは、基礎柱の中央に配してあるので、前工程で得られた４隅の空
間８を利用でき、鉄筋６の配筋を自由に配置して組立て作業となる基礎配筋を行う。
【００３０】
　基礎配筋時の鉄筋との関係における、従来例と本実施例の違いを図４に示す。
（ａ）従来の方式
従来のアンカーボルトの設置架台７は、基礎柱と基礎梁の関係上どうしても４本足の支柱
７１ａの間に鉄筋６を配筋することとなり、鉄筋６の組立て作業が困難になっていた。
（ｂ）本発明の方式
本発明のアンカーボルトの設置架台１では、従来方式の４本足の支柱７１ａを無くすこと
で、この箇所が開放され４隅の空間８となり、鉄筋６の組立て作業が容易になる。
【符号の説明】
【００３１】
１　　　アンカーボルトの設置架台
２　　　架台
２１　　ベース
２１ａ　支柱
２１ｂ　支柱固定アングル
２１ｃ　ボルト孔
２１ｄ　レベル調整具
２１ｅ　締め付け固定具
２２　　ブラケット
２２ａ　支柱アジャスター
２２ｂ　はねだし金物
２２ｃ　アンカー固定金物
３　　　アンカーボルト
３１ａ　ナット
３１ｂ　定着板
３１ｃ　ボルト孔
４　　　アンカー固定プレート
４１ａ　ボルト孔
４１ｂ　作業孔
５　　　捨てコンアンカー
６　　　鉄筋
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７　　　従来のアンカーボルトの設置架台
７１ａ　４本足の支柱
８　　　４隅の空間
【要約】　　　（修正有）
【課題】基礎配筋の施工性を向上させる、アンカーボルトの設置架台を提供する。
【解決手段】丸パイプの支柱２１ａを備えたベース２１と、ブラケット２２と、アンカー
ボルト３とからなる。支柱は、水平を確保するためのレベル調整具２１ｄを複数備えた十
字形の支柱固定アングル２１ｂと一体化形成されており、支柱に対して、上下にスライド
する丸パイプの支柱アジャスター２２ａが挿入され、支柱アジャスターは、先端に円筒状
でボルトとクランプナットを有する開閉式のアンカー固定金物２２ｃを備えたはねだし金
物２２ｂを複数備えており、上下に連続した自由自在の箇所で、支柱に備えた締め付け固
定具２１ｅにより、片側からボルトを締め込むことで固定され、アンカーボルトは、所定
の高さでアンカー固定金物により、水平方向からグリップしナットで締め付け立設され、
このアンカーボルトの上端を、取外し可能な薄板状のアンカー固定プレート４で固定した
。
【選択図】図２

【図１】 【図２】



(8) JP 5961778 B1 2016.8.2

【図３】 【図４】



(9) JP 5961778 B1 2016.8.2

10

フロントページの続き

(56)参考文献  登録実用新案第３００９０４０（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開平０７－０３５６０６（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開平６－２１２６２８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－２０６４４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０２Ｄ　　２７／００
              Ｅ０４Ｂ　　　１／０４　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	abstract
	drawings
	overflow

